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　（2025年7月下旬の本稿執筆時点では）暑いで
すね。近年、毎年夏になると「この夏はこれまでよ
り暑い」という気がしていましたが、今年は暑く
感じるのもそうですが、暑くなる時期も早かった
ように思います。6月半ばにあんなに暑くなるとは
思いませんでした＊1。関東甲信地方の梅雨明けは
7月18日ごろ＊2とのことですが、私個人的には、東

京では梅雨はゴールデンウイークが終わってすぐ始まり、6月半ばには明
けた感じがしています。
　これまでどうなっていて、今後どうなるのかについて、「日本の気候変
動2025＊3」を見てみますと、おおむね次の傾向とのことです。
気温
◦観測結果：年平均気温が100年当たり1.40℃の割合で上昇し、真夏日、

猛暑日、熱帯夜の日数は増加し、冬日の日数は減少
◦将来予測：年平均気温は上昇、多くの地域で猛暑日や熱帯夜の日数が

増加し、冬日の日数が減少
降水
◦観測結果：極端な大雨の発生頻度が増加
◦将来予測：全国平均では発生頻度が増加、発生したときの降水量も増加
台風
◦観測結果：台風の発生数、日本への接近数に長期的な変化傾向は確

認できないが、日本付近の台風は強度が最大となる緯度
が北に移動

◦将来予測：日本付近の個々の台風強度は強まり、台風に伴う降水量も増
加

海水温
◦観測結果：日本近海の平均海面水温は100年当たり1.33℃の割合で上昇
◦将来予測：日本近海では平均海面水温が上昇
海面水位、高潮、高波
◦観測結果：平均海面水位及び高波は上昇傾向。高潮については、長

期変化傾向は見られず
◦将来予測：平均海面水位は上昇し続け、高潮は東京湾、大阪湾、伊

勢湾で大きくなり、高波については、平均波高は低くなる
一方、台風による極端な波高は多くの海域で高くなる

　まとめると、いずれの気象現象も極端になる、ということのようです。
本号を皆さんがお読みになる頃には、暑さに関する記述に違和感をお持
ちになるくらい涼しくなるとよいですね。

＊1　2025年5-7月の東京・大手町の天気（出典：日本気象協会）
5月 https://tenki.jp/past/2025/05/weather/3/16/47662/
6月 https://tenki.jp/past/2025/06/weather/3/16/47662/
7月 https://tenki.jp/past/2025/07/weather/3/16/47662/

＊2　令和7年の梅雨入りと梅雨明け（速報値、出典：気象庁） https://www.data.jma.go.jp/
cpd/baiu/sokuhou_baiu.html

＊3　日本の気候変動2025（出典：文部科学省及び気象庁） https://www.data.jma.go.jp/
cpdinfo/ccj/2025/html_honpen/cc2025_honpen_index.html
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編集後記

　9月1日は防災の日です。
　関東大震災が1923年9月1日に発生したことや、甚大な被害を
もたらした、1959年9月26日に発生した伊勢湾台風をきっかけに、
1960年に制定されました。

　最近も、トカラ列島近海で頻繁に地震が発生し、また、カムチャ
ツカ半島付近を震源とする巨大地震の影響で津波警報・注意報
が発表され、実際に津波も観測されました。本号制作中の8月に
も、九州などでは降り続いた大雨により、土砂災害や河川の増
水・氾濫の被害が発生しており、何とか被害を減らすことはでき
ないものかと思います。

　本号では、ICTの利活用による防災・減災への取組みについて
特集しています。通信各社や医療現場での対応、既存技術の応
用、新たな技術の研究開発等の取組みをご紹介いただきました。
　どうぞご精読ください。
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